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紀
海
音
と

『
和
漢
朗
詠
集
』

邑

田

康

之

は
じ
め
に

近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
作
品
に
関
し
て
言
え
ば
、
既
に
『
近
松
語
桑
』
(
附
録
・
典
操
沼
録
)

の
中
で
司
和
漢
朗
詠
集
』
と
の
関
係
が

具
体
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
利
用
数
の
多
さ
か
ら
み
て
も
、
近
松
の
浄
瑠
璃
制
作
上
重
要
な
典
拠
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
同
時
代
の
神
瑠
璃
作
者
で
あ
る
紀
海
音
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
海
音
も
近
松
間
同
様
に

『
和
漢
朗
詠
集
』
中
の
多
く
の
和
歌
・
詩
文
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
両
者
の
典
拠
利
用
の
方
法
的
差
異
、
あ
る
い
は
和

歌
・
詩
文
の
選
択
傾
向
等
、
興
味
深
い
問
題
も
苧
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
そ
の
最
初
の
課
題
と
し
て
、
海
音
の
利

用
状
況
を
ま
ず
具
体
的
に
指
摘
し
、
そ
の
上
で
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
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紀
海
音
と
吋
和
漢
民
一
詠
集
』

「
和
漢
朗
一
詠
集
」

の
利
用
状
況

最
初
に
、
海
音
が
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
和
歌
・
詩
文
を
ど
の
作
品
の
ど
の
段
で
利
用
し
た
の
か
そ
表
に
纏
め
て
み
る
。
但
し
、
こ
の
調

査
は
時
代
物
の
み
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
よ
熊
坂
』
、
『
一
一
一
弁
寺
開
帳
』
、
『
山
桝
太
夫
恋
慕
湊
ヘ
『
山
桝
太
夫
龍
原
雀
ヘ
吋
大
友
皇
子
玉
座

【
和
漢
朗
一
詠
集
】
利
用
状
況
一
覧
表

靴
』
は
使
用
例
が
な
い
為
、
表
か
ら
除
外
し
た
。
な
お
、
表
に
於
け
る
ム
は
和
歌
、

A
は
詩
文
か
ら
の
利
用
を
表
す
も
の
と
す
る
。

末慶吋ト
新

『

仏利番法舎目

愛
我曽

鎌倉尼 鹿鬼毛
陽甲
百 護 野 回
人
箪鑑 若精

姿 考フ咋k 

言Z
都年町
女 将 無

段 首 メ様姿←弘7 箱色司 士 占 軍 佐
込= 志
ミE 鐙.， 色=

A ... ム... 段

... ム
段

... ム
段

ム 企 ム ... 企 ... ... 四
ム ... 段
ム ... 
企

ム

ム 企 ... 五
段

司『 信号 己司 と苛 臨港 吋 『 """ "'" 

親冨
呉 !¥ 8 鎮 頼

神裏功
読経館新高

鎌倉
越 幡

本傾 西
跡光新

家主叫きたκ 

太郎初梅東

!¥ 
王

城始 郎唐 后
代記

媛
込ロ 日

韓宝雪
峨

b 
土 三日間t、 島=

錦 松
.， 

民=コ

ム ム ... 
ム 段

... ム
段

ム ... ... ム ... 
ム ム 段

... 企 ム ム ム 企 ム ... 四
ム ... 段

企

ム

五
段
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tヨ ~若 巴ヨ 位三司 吋

殺

新板兵庫
本朝
{填 ザイ1:::. 

生 城 山
石 五 国 院
込=ロ

翠
性爺
都

の 殿 巽
築

島窃 民コ

島

... 
ム 段

段

ム ム ム... 段... 
... ム ム ... 四... 段

... 五
段

C司 目ヨ t司 巴之官 丘二宮

忠
傾城無 玄刀皇て
東山 坂

砥青臣
上

殿 田

鐘間 帝蓬
主主 村麿

万 民7
"" b 

来寝 メ戦弘

島コ

A ... 企 企
ム ム ... 段

ヒ A 
之 段
巻

ム ... 
中

段

之
巻 ム ... ム 四

段

A 五
段

の
利
用
数
は

表
よ
り
見
れ
ば
、
海
音
の
時
代
物
浄
璃
璃
一
ニ
五
作
品
中
、
一
ニ

O
作
品
で
よ
刊
漢
朗
詠
集
』
か
ら
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。
和
歌
・
詩
文

一
箇
所
、
一
一
一
段
目
で
和
歌
八
笛
所
・
詩
文
七
笛

所
、
四
段
目
で
和
歌

五
段
目
で
和
歌

段
目
で
和
歌
六
箇
所
・
詩
文
九
笛
所
、
一
一
段
自
で
和
歌
ニ
笛
所

箇
所
・
詩
文
四
箆
所
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
を
通
し
て
は
、
和
歌

69 

五
簡
所
・
詩
文
一
八
笛
所
、

箇
所
。
両
者
合
わ
せ
て
七
三
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
最
も
特
徴
的
な
点
は
、
海
音
が
製
作
し
た
ど
の
浄
瑠
璃
作
品

一
一
三
箇
所
、
詩
文
四

に
も
ほ
ぼ
偏
り
な
く
利
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

(注
2
)

れ
る
。

四
段
目
で
の
利
用
が
他
の
段
の
利
用
に
比
し
て
格
段
に
多
い
こ
と
も
見
て
取

利
用
箇
所

そ
れ
で
は
、
個
々
の
異
体
的
な
利
用
の
実
体
を
提
示
し
て
み
た
い
。
そ
の
場
合
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
引
用
は
原
則
と
し
て
「
和
漢
朗
詠

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

(
寛
文
十
一
年
刊
、
中
野
小
左
衛
門
板
行
)
を
基
に
し
た
。
詩
文
の
返
り
点
に
つ
い
て
は
問
書
一
の
表
記
に
従
っ
た
。
ま
た
、
昨
者
名



紀
海
音
と
よ
相
漢
朗
詠
集
』

は
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
よ
り
抜
き
出
し
括
弧
内
に
記
し
た
。
な
お
、
振
り
仮
名
、
送
り
仮
名
等
は
便
宜
上
省
略
し
た
(
詩
文
の
訓
読
は
『
和

漢
朗
詠
集
』
(
寛
文
七
年
刊
)

と
対
照
し
た
と
こ

の
揺
れ
が
見
ら
れ
る
部
分
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
判
断
を
保
留
し
た
)
。

掲
載
の
手
順
と
し
て
は
、

O
印
の
下
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
見
出
し
を
掲
げ
、
次
に
本
文
を
示
し
、
更
に
括
弧
内
に
作
者
名
を
記
し
た
。

そ
の
本
文
を
利
用
し
た
海
音
作
品
の
詞
章
を
・
印
の
下
に
記
し
、
括
弧
内
に
作
品
名
と
段
数
を
示
す
も
の
と
す
る
。

今
日
不
レ
知
誰
計
会
春
風
春
水
一
時
来

(
白
)

-
誰
か
百
年
た
も
つ
べ
き
。
栄
花
は
一
時
の
春
の
風
終
に
龍
門
原
上
に

(
『
新
板
兵
庫
の
築
島
』
第
一
一
一
)

O
立
春

春
た
つ
と
い
ふ
は
か
り
に
や
み
よ
し
の
〉
山
も
か
す
み
て
今
朝
は
見
ゆ
ら
ん

(
中
山
広
島
ヴ
)

-
春
立
ツ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
松
杉
の
。
並
木
も
け
し
き
に
こ
や
か
に
霞
初
た
る
檎
皮
ぶ
き
。

(
『
八
幡
太
郎
東
初
梅
』
第
一
ニ
)
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気
盟
問
風
統
一
一
新
柳
髪
一
氷
消
浪
洗
ニ
奮
窓
口
襲
一

(
都
良
香
)

-
風
の
け
づ
り
し
新
榔
も
。
散
が
て
に
な
る
秋
の
色
。

(
吋
花
山
院
都
巽
』
第
四
)

-
か
ぜ
新
櫛
を
け
づ
れ
共
角
前
髪
も
い
た
づ
ら
に
。
び
ん
水
結
ふ
氷
さ
へ
と
く
る
も
し
ら
ぬ
前
帯
に
。

(
「
八
幡
太
郎
東
初
構
』
第
一
ニ
)

-
君
が
代
を
み
ぎ
は
の
氷
と
け
ぬ
れ
は
。

の
ひ
げ
を
も
洗
ふ
よ
。
し
づ
は
た
布
を
玉
河
に

(
吋
富
仁
親
王
嵯
峨
錦
』
第
四
)

。
春
夜

の
夜
の
や
み
は
あ
ゃ
な
し
梅
の
花
色
こ
そ
見
え
ね
か
や
は
か
く
る
〉

(
軒
恒
〉

-
は
こ
ぶ
和
か
う
の
さ
げ
あ
ん
ど
闇
は
あ
ゃ
な
し
神
主
の
。
娘
と
し
る
き
か
し
は
で
や
。

花
悔
レ
帰
レ
根
無
レ
益
レ
悔
鳥
期
レ
入
レ
谷
定
延
ν
期

(
吋
玄
宗
皇
帝
蓬
来
鶴
』
第
四
)

O
間
一
ニ
丹

(
清
原
滋
藤
)

-
花
は
根
に
鳥
は
。
ふ
る
す
に
か
へ
れ
共
行
て
。
返
ら
ぬ
死
出
の
道

(
『
鎌
倉
一
ニ
代
記
』
第
四
)

O 
雨

あ
を
や
き
の
え
だ
に
か
〉
れ
る
春
雨
は
糸
も
て
ぬ
け
る
玉
か
と
そ
見
る

(
伊
勢
)



-
こ
ぽ
る
、
二
保
育
榔
の
。
糸
に
つ
な
が
ぬ
玉
な
し
て
嵐
に
も
ま
る
〉
ご
と
く
也
。

O
梅
付
紅
梅

君
な
ら
で
誰
に
か
見
せ
ん
梅
の
花
い
ろ
を
も
香
を
も
し
る
人
ぞ
し
る

(
友
剤
)

-
色
を
も
香
を
も
し
る
入
ぞ
。
し
る
べ
有
げ
な
心
ざ
し

-
只
一
騎
色
を
も
香
を
も
し
る
人
に
。
し
ら
す
く
つ
わ
の
り
ん
/
¥

。
花
付
落
花

誰
謂
水
無
ν
心
。
濃
艶
臨
今
波
蟹
ν
色
。
誰
謂
花
不
ν
語
。
軽
諜
激
今
影
動
ν
一管。

-
げ
い
よ
う
げ
き
し
て
か
げ
口
び
る
を
う
ご
か
せ
ば
。
花
の
物
い
ふ
は
道
理
な
る
や
。

O
花
付
落
花

と
の
も
り
の
と
も
の
み
や
づ
こ
心
あ
ら
ば
此
春
ば
か
り
朝
き
よ
め
す
な

(
公
忠
)

-
常
香
も
り
は
衛
士
の
役
。
と
も
の
み
や
っ
こ
朝
清
め
。
鐘
っ
き
ぽ
ん
が
御
塩
守
。

O
夏
夜

風
吹
二
枯
木
一
晴
天
雨
月
照
二
平
沙
吋

(
自
)

-
羽
風
に
こ
ぽ
く
吹
折
て
。

-
い
づ
れ
あ
ふ
せ
は
秋
ざ
れ
も
。

み
じ
か
き
な
つ
の
よ
る
の
霜
。
お
も
り
の
糸
の
む
ず
ぽ
れ
ず
。

-
て
ん
か
う
い
な
つ
ま
は
た
〉
が
み
風
は
枯
木
を
吹
折
て
雨
は
車
の
じ
く
よ
り
も
。

。
腕
涼

松
か
げ
に
岩
井
の
水
を
結
び
あ
け
て
夏
な
き
年
と
思
ひ
け
る
哉

(
恵
慶
)

-
千
代
の
た
め
し
を
松
か
げ
の
い
わ
ゐ
の
水
は
薬
に
て
。

O
花
橘

さ
つ
き
ま
つ
花
た
ち
ば
な
の
か
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
か
そ
す
る

伊
勢
)

-
花
橘
の
ほ
の
め
く
は
昔
の
袖
の
雨
な
ら
で
。
五
月
を
雲
の
役
呂
と
や
。

-
さ
つ
き
待
。
花
捕
の
香
を
か
げ
は
。

の
人
と
。
詠
し
に
我
は
。
棋
の
秋
待
て
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

(
『
懐
域
無
関
鐘
』
第

(
『
末
慶
十
二
段
』
第
四
)

(
『
鎮
西
八
郎
農
士
松
』
第

(
『
信
田
森
女
占
』
第
四
)

(
『
冨
仁
親
王
鑑
峨
錦
』
第
一
ニ
)

(
『
未
慶
十
二
段
』
第
二

(
『
東
山
殿
室
町
合
戦
』
第
四
)
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(
吋
忠
臣
青
砥
万
』
上
之
巻
)

(
『
傾
城
間
性
爺
』

) 

(
「
新
板
兵
庫
の
築
島
』

) 

(
『
冨
仁
親
王
嵯
峨
錦
』
第
四
)



紀
海
立
日
と
吋
和
漢
朗
詠
集
』

-
み
〉
に
で
も
き
く
は
な
で
も
か
ぐ
。
花
婿
の
か
を
と
め
し
。

の
人
の
袖
な
ら
で
。

い
き
で
わ
か
れ
し
つ
ま
を
恋
。

(
『
忠
臣
青
砥
万
』
中
之
巻
)

は
ち
す
ば
の
に
ご
り
に
し
ま
ぬ
心
も
て
何
か
は
つ
ゆ
を
玉
と
あ
ざ
む
く

(
良
僧
正
)

-
め
で
た
き
お
り
の
気
な
ぐ
さ
み
。
に
ご
り
に
し
ま
ぬ
は
ち
す
ば
の
其
採
蓮
の
曲
な
し
て
。

(
『
神
功
皇
后
一
一

一) 

-
一
一
一
尺
計
の
太
万
作
り
お
で
い
に
そ
ま
ぬ
は
ち
す
葉
の
。
さ
び
ず
く
も
ら
ず
清
ら
か
に

(
『
忠
臣
青
砥
万
』
上
之
巻
)

O
秋
興

林
間
媛
ν
酒
焼
ニ
紅
葉
一
石
上
題
ν
詩
梯
二
結
苔
一

・
中
間
小
者
や
り
持
ら
り
ん
か
ん
に
酒
あ
た
〉
め
。

(
白
)

(
吋
信
田
森
女
占
』
第
二

。
秋
夜

あ
し
び
き
の
山
鳥
の
お
の
し
だ
り
お
の
な
が
ノ
¥
し
ょ
を
ひ
と
り
か
も
ね
ん

人
丸

-
あ
し
び
き
の
。
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
。
な
が
ノ
¥
い
ふ
も
語
る
の
も
。

(
「
新
百
人

第
五
)
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。
八
月
十
五
夜
付
月

一
一
五
夜
中
新
月
色
。
一
一
千
里
外
故
人
心

(
告
)

-
一
一
一
五
喪
中
の
月
の
色
。
海
ま
ん
/
¥
た
る

(
『
本
朝
五
翠
殿
』
第
五
)

-
平
等
利
益
の
新
月
は
。
ニ
千
里
の
外
あ
き
ら
か
に
。
生
滅
め
っ
ち

の
色
都
の
。

の
名
も
し
る
き
。

(
『
愛
護
若
鳩
箱
』

O
八
月
十
五
夜
付
丹

楊
血
開
(
妃
帰
庸
帝
思
李
夫
人
去
漢
皇
情

(
源
頼
)

-
叶
は
ぬ
物
は
恋
成
よ
な
。
ゃ
う
き
ひ
か
へ
っ
て
唐
帝
の
思
ひ
李
夫
人
去
漢
皐
情
。
そ
れ
は
は
る
け
き
別
れ
の
道
。

(
『
冨
仁
親
王
嵯
蛾
錦
』
第
一
一
)

O 
樺

朝
が
ほ
を
向
は
か
な
し
と
思
ふ
ら
ん
人
を
も
花
は
さ
こ
そ
見
る
ら
め

(
道
信
)

-
は
ぎ
に
き
き
や
う
に
あ
さ
が
ほ
を
。
何
は
か
な
し
と
患
ひ
け
ん
は
た
ち
に
た
ら
ぬ
ま
つ
の
風
。

(
『
殺
生
石
』

) 



O
紅
葉
付
落
葉

不
ν
堪
紅
葉
車
問
苔
地
又
是
涼
風
暮
雨
天

白

-
た
へ
ず
紅
葉
青
苔
の
地
と
吟
ぜ
し
も
。
御
寺
の
気
色
よ
そ
な
ら
ず

(
『
花
山
院
都
巽
』
第
四
)

よ
そ
に
の
み
見
て
や
や
み
な
ん
か
づ
ら
き
や
た
か
ま
の
向
の
み
ね
の
白
雲

(
護
人
不
知
)

-
高
ま
の
山
の
み
ね
の
雲
我
は
何
ゆ
へ
よ
そ
に
の
み
み
て
や
や
み
な
ん

(
『
曽
我
姿
富
士
』

) 

-
我
妻
な
が
ら
余
所
に
の
み
。
見
て
や
や
み
な
ん
と
計
に

(
吋
日
本
傾
城
始
』
第
二
)

-
葛
城
や
高
障
の
山
の
嶺
の
雲
の
。
余
所
に
う
か
れ
給
は
ん
よ
り
見
ぐ
る
し
く
侍
へ
共
。

(
『
新
板
兵
庫
の
築
島
」

沙
頭
雨
染
斑
斑
草
水
面
風
駈
悲
意
波

(自

-
砂
頭
に
雨
染
む
は
ん
ノ
¥
た
る
車
。
水
面
に
風
か
る
し
つ
/
¥
た
る
波
。
一
ニ
経
あ
れ
に
月
も
日
も
い
と
ま
あ
れ
ば
ゃ
な
が
き
世
も
。

(
『
東
山
殿
室
町
合
戦
』

) 

O
草

瓢
箪
麗
空
草
滋
こ
顔
淵
之
巷
一
家
草
深
鎖
雨
湿
二
原
憲
之
枢
一

(
直
幹
)
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-
身
は
風
雲
を
住
か
と
し
へ
う
た
ん
し
ば
ノ
¥
む
な
し
く
て
。
草
が
ん
ゑ
ん
が
ち
ま
た
に
し
も
し
げ
れ
ば
い
と
立
と
ふ
人
も
。
か
た
ら
ふ

者
は
う
ば
玉
の
。

(
司
八
幡
太
郎
東
初
梅
』
第
四
)

。
鶴

間
二
李
陵
之
入
v
胡
但
見
ニ
異
類
一
似
ニ
崩
原
之
在
v
楚
衆
人
皆
酔

-
う
た
が
ふ
と
も
そ
し
る
共
衆
人
は
皆
酔
り
。
我
ひ
と
り
さ
め
て
も
ね
て
も
ゆ
だ
ん
な
く
。

(
吋
東
山
殿
室
町
合
戦
』
第
二

(
注
・
『
楚
辞
』
漁
父
に
「
屈
原
日
く
、
世
を
挙
げ
て
皆
濁
り
て
我
独
り
清
め
り
。
衆
人
皆
酔
ひ
て
我
独
り
醒
め
た
り
L

と
あ
り
、
こ
ち

ら
を
利
用
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
但
し
『
東
山
殿
室
町
合
戦
』
第

り
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
典
拠
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
〕

に
は
こ
の
例
の
他
に
も
「
和
漢
朗
詠
集
』
を
利
用
し
て
お

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆



紀
海
立
田
と
『
和
漢
朗
詠
集
』

O 
猿

一
撃
之
玄
鶴
一
峡
ν
天
巴
峡
秋
深
五
夜
之
哀
猿
叫
ν
月

-
落
合
霜
み
て
り
。

の
玄
鶴
空
に
な
き
。
巴
峡
秋
深
し
。
後
家
の
哀
猿
丹
に
さ
げ
ぶ
。
物
冷
じ
き
。
山
路
か
な

一
段
』
第
一
)

O 
猿

江
従
ニ
巴
峡
一
初
成
ν
字
猿
過
ニ
亙
陽
一
始
断
レ
腸

自

-
い
ば
ら
ふ
し
柴
身
を
さ
き
で
は
ら
わ
た
を
た
っ
猿
よ
り
も
。

(
『
愛
護
若
婿
箱
』
第
四
)

-
め
ぐ
る
国
果
を
歎
さ
ま
は
ら
わ
た
を
た
つ
猿
廻
し
。

(
司
新
板
兵
庫
の
築
島
』
第
四
)

.
第

一
の
絃
は
さ
く
ノ
¥
と
し
て
。
松
を
は
ら
っ
て
そ
い
ん
お
っ
。
こ
れ
楽
天
が
み
つ
の
友
。

第
一
第
二
絃
索
索
秋
風
排
ν
松
疎
韻
落
第
一
一
一
第
四
絃
冷
冷
夜
鶴
憶
ν
子
寵
中
鳴
第
五
絃
聾
尤
掩
抑
離
水
凍
咽
流
不
ν
得

(
吋
八
幡
太
郎
東
初
梅
』
第
四
)
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O
管
絃
付
舞
妓

O
管
絃
付
舞
妓

こ
と
の
ね
に
み
ね
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
を
よ
り
し
ら
へ
そ
め
け
ん

(
斎
宮
女
御
)

-
琴
の
音
に
。
蜂
の
松
風
通
ふ
ら
じ
。

い
づ
れ
の
緒
よ
り
し
ら
め
そ
め
け
ん
。

(
『
八
幡
太
郎
東
初
梅
』
第
四
)

O
文
詞
付
遺
文

遺
文
一
一
一
十
軸
。
軸
軸
金
五
聾
。
龍
門
鼠
上
土
。
埋
ν
骨
不
ν
埋
ν
名

白

-
た
と
へ
龍
門
げ
ん
上
の
。
土
に
其
身
は
く
つ
る
共
ほ
ま
れ
は
古
今
み
ぞ
う
の
。

(
『
鬼
鹿
毛
無
佐
志
鐙
』
第
四
)

-
栄
花
は
一
時
の
春
の
風
終
に
龍
門
原
上
に
。
同
{
同
は
理
と
う
づ
も
れ
ぬ
挙
一
回
を
末
世
末
代
迄
。

い
つ
は
り
の
な
き
世
な
り
せ
ば
い
か
ば
か
り
人
の
こ
と
の
は
う
れ
し
か
ら
ま
し

(
『
新
板
兵
庫
の
築
島
』
第
一
ニ
)

。
文
詞
付
遺
文

(
よ
み
人
し
ら
ず
)

-
め
ぐ
る
月
日
に
い
つ
は
り
の
な
き
ょ
。
な
り
け
り
神
な
月

(
『
傾
城
間
性
爺
』
第
四
)

O 
酒

晋
建
威
将
軍
劉
伯
倫
曙
ν
酒
作
ニ
酒
鐸
煩
一
俸
ニ
於
世
一
。
庸
太
子
賓
客
自
楽
天
亦
幡
市
ν
酒
作
ニ
酒
功
賛
-
以
継
レ
之

自

-
め
う
が
に
あ
ま
る
御
詞
白
楽
天
が
溜
功
の
さ
ん
。
万
葉
集
の
七
首
の
和
歌
長
生
不
老
の
良
薬
を
。

(
『
甲
陽
軍
鑑
今
様
姿
』
第
一
一
一
)



O
山
寺

千
株
松
下
埜
峰
寺

葉
舟
中
万
里
身

(自

-
一
葉
万
里
の
海
上
も
只
是

願
以
ニ
今
生
世
仲
間
文
字
之
業
狂
言
椅
語
之
誤
一
翻
為
ニ
嘗
来
世
世
讃
悌
乗
之
国
転
法
輪
之
縁
一

O
備
事

杭
の
風
に
任
す
。

-
狂
言
き
ぎ
よ
も
お
の
づ
か
ら
さ
ん
ぶ
つ
じ
ゃ
う
の
因
縁
と
。
よ
そ
に
ふ
か
す
る
松
風
の

た
ら
ち
ね
は
か
〉
れ
と
て
し
も
う
は
玉
の
我
く
ろ
か
み
は
な
て
ず
や
有
け
ん

。
僧
-
た
ら
ち
め
は
。
か
〉
れ
と
て
し
も
う
ば
玉
の
。
玉
の
ひ
か
り
は
あ
き
ら
け
き
。

鶴
籍
開
処
見
ニ
君
子
…
書
巻
展
持
逢
ニ
故
人
一

O
閑
居

-
鶴
籍
。

O
閑
居

ひ
ら
く
所
。
君
子
を
見
る
。

の
ぶ
る
時
。
故
人
に
あ
ふ
。
丹
は
お
ぼ
ろ
に
銀
燭
を
。

人
間
栄
耀
菌
縁
浅
林
下
幽
閑
気
味
深

-
人
間
の
。
ゑ
い
よ
う
は
。
ゐ
ん
え
ん
浅
ア
し
。
り
ん
か
の
。

O
館
別
加

ゅ
う
か
ん
は
。
き
み
ふ
か
ア
し
。

万
里
東
来
何
再
日
一

(
野
相
公
)

-
万
里
ひ
ん
が
し
に
い
た
ら
ん
こ
と
。

に
の
ぞ
む
。
是
な
が
き
物
思
ひ
と
。

O
銭
別

い
づ
れ
の
さ
い
じ
っ

い
の
ち
だ
に
心
に
か
な
ふ
物
な
ら
ば
伺
か
わ
か
れ
の
か
な
し
か
ら
ま
し

(
白
女

で
は
「
か
な
し
か
る
へ
き
」
と
あ
る
。
〕
(
『
日
本
傾
城
始
』
第
四
)

〔
注
・
第
五
匂
「
か
な
し
か
ら
ま
し
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
(
寛
文
七
年
刊
)

。
行
旅

-
げ
に
其
歌
は
命
だ
に
心
に
叶
ふ
物
な
ら
ば
。
何
か
別
れ
の
か
な
し
か
ら
ま
し

(
人
丸
)

ほ
の
/
¥
と
あ
か
し
の
滞
の
あ
さ
雰
に
し
ま
が
く
れ
ゆ
く
舟
を
し
そ
お
も
ふ

北
大
文
学
研
究
科
'
紀
要

(
『
鎮
西
八
郎
庸
士
松
』
第

自
(
『
甲
揚
箪
鑑
今
様
姿
』
第
四
)

(
可
信
田
森
女
占
』
第
四
)

『
八
幡
太
郎
東
初
梅
』
第
四

(
『
鎌
倉
尼
将
軍
』
第
四
)
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ひ
の
内
に
ゆ
ふ
ま
山
。

(
『
神
功
皇
居
一
一

) 



紀
海
立
国
と
『
和
淡
朗
詠
集
』

-
ほ
の
ノ
¥
と
。
あ
か
し
の
う
ら
の
朝
ぎ
り
に
。
島
か
く
れ
に
し
身
な
れ
ど
も
。

に
ひ
か
る
〉
。
恋
の
つ
な
。

ニ
輪
丹
前
能
』
第
密
)

O
行
旅

わ
た
の
は
ら
や
そ
し
ま
か
け
て
こ
き
出
ぬ
と
人
に
は
つ
げ
よ
あ
ま
の
つ
り
ふ
ね

-
和
田
の
原
。
八
十
島
か
け
て
こ
ぎ
出
る
。
あ
ま
の
つ
り
船
恋
の
ふ
ね

(
「
鎮
西
八
郎
唐
士
松
』
第
四
)

O
帝
王
付
法
皇

刑
鞭
蒲
朽
壁
空
去
諌
鼓
苔
深
鳥
不
ν
驚

(
江
相
公
)

-
け
い
へ
ん
く
ち
て
な
つ
の
虫
か
ん
こ
は
秋
の
こ
け
を
な
す
。
鳥
お
ど
ろ
か
ぬ
御
代
と
か
や
。

(
司
小
野
小
町
都
年
宝
』

O
親
王
付
王
孫

い
か
る
か
や
と
み
の
を
が
は
の
た
え
ば
こ
そ
わ
が
お
ほ
き
み
の
み
な
は
忘
れ
め

(
達
磨
)

-
い
か
る
か
や
と
み
の
。

お
川
川
の
た
ゑ
ば
こ
そ
。
我
大
君
の
。
御
名
は
わ
ず
れ
じ
と
声
高
に
い
〉
け
ば
。

『
仏
法
舎
利
都
』
第
四
)

。
将
軍

一
尺
剣
光
氷
在
レ
手
一
一
張
弓
勢
丹
嘗
ν
心

76 

-
主
君
の
い
か
り
を
な
だ
め
ん
と
三
尺
の
銀
ひ
ら
め
か
し
。

い
き
ほ
ひ
こ
ん
で
か
け
よ
れ
は
。

(
『
呉
越
軍
談
』

一) 

-
い
で
物
み
せ
ん
と
一
ニ
尺
の
つ
る
ぎ
の
ひ
か
り
を
ひ
ら
め
か
し

(
『
殺
生
石
』
第

-
汝
は
天
の
罪
人
也
我
が
一
ニ
尺
の
剣
こ
そ
。
六
十
余
州
民
力
の
渇
鰐
帰
す
る
財
な
れ
ば
。

(
吋
坂
上
田
村
麿
』
第
五
)

-
ば
っ
て
う
笠
に
高
あ
し
だ
。
一
ニ
尺
の
銀
取
て
横
た
へ
こ
と
ノ
¥
敷
も
高
力
士
。

第
二
)

O ・
束略者
史 r
(中
注に
射
寛あ
文つ
七る
生存 こ
販と

和
渓
朗
WJく
集

張
の
ゆ
み
の
い
き
ほ
い
た
り
。
第
四
五
六
は
れ
い
ち
し
ん

は
ん
し

に
は
「
判
史
」
と
表
記
〕

(
『
領
域
無
関
鐘
』
第
二

た
か
き
屋
に
の
ぼ
り
て
み
れ
ば
煙
た
つ
民
の
か
ま
ど
は
に
ぎ
は
ひ
に
け
り

(
仁
徳
天
皇
)

-
民
の
か
ま
ど
は
。
〔
に
ぎ
わ
)

ひ
け
り
。

(
『
鎌
倉
尼
将
軍
』
第

-
高
雄
山
の
風
景
よ
り
民
の
か
ま
ど
の
賑
ふ
こ
そ
。
朕
が
な
が
め
の
紅
葉
な
れ

(
『
冨
仁
親
王
嵯
峨
錦
』
第



-
仁
徳
宮
市
は
た
か
き
ゃ
に
。
民
の
か
ま
ど
も
。
あ
つ
が
ん
の
け
ふ
り
に
い
と
ま
め
で
給
ひ
。

O
述
懐

専
諸
荊
郷
之
感
激
侯
生
漆
子
之
投
レ
身
心
為
レ
慰
使
命
依
ν
義
軽

-
心
は
お
ん
の
。
た
ア
め
に
つ
か
は
れ
。
命
は
義
に
よ
ヲ
っ
て
か
ろ
し
。

O
述
懐

世
中
は
と
て
も
か
く
て
も
お
な
じ
事
宮
も
わ
ら
や
も
は
て
し
な
け
れ
ば

(
蝉
丸

-
宮
も
わ
ら
や
も
へ
だ
て
な
き
。

-
か
さ
神
の
。
宮
も
わ
ら
や
も
此
道
は
す
き
の
物
と
て
よ
こ
づ
ち
を
。

。
慶
賀

う
れ
し
さ
を
む
か
し
は
袖
に
つ
〉
み
け
り
こ
よ
ひ
は
身
に
も
あ
ま
り
ぬ
る
哉

(
よ
み
人
不
知
)

-
嬉
し
さ
を
昔
は
抽
に
つ
〉
み
し
が
。
こ
よ
ひ
は
身
に
も
あ
ま
れ
共
な
ら
は
ぬ
積
の
ひ
と
り
ね
に
。

O 
祝

君
か
代
は
ち
ょ
に
や
ち
ょ
に
さ
ま
れ
石
の
い
は
ほ
と
な
り
て
窓
口
の
む
す
ま
で

-
岸
の
姫
松
君
か
代
は
。
千
代
に
八
ち
ょ
を
さ
y
れ
石
。
岩
ほ
と
成
て
こ
け
の
む
す
迄

更
関
夜
静
長
門
問
問
而
不
ν
開
月
冷
風
秋
田
一
崩
寄
市
北
ハ
絶

-
既
に
更
た
け
。
夜
静
に
。
く
る
ま
き
の
井
も
ね
る
こ
ろ
と

0 
愚

春
風
桃
李
花
開
日
秋
露
梧
桐
葉
落
時

白
)

-
春
風
桃
李
花
開
日
。
秋
露
梧
桐
葉
落
時
。
歓
楽
憂
思
の
ゑ
ん
げ
ん
た
る
。

O
無
常

蝦
牛
角
上
争
ニ
伺
事
一
石
火
光
中
寄
ニ
此
身
一

白

-
く
わ
ぎ
う
の
つ
の
世
の
中
に
。
何
は
か
な
し
ゃ
石
の
火
の
か
り
の
か
た
ち
を
よ
し
ゃ
あ
し
。

-
栄
花
を
栄
花
と
思
ふ
よ
な
。
く
は
、
ぎ
う
の
角
の
し
ゃ
ば
せ
か
い
。

い
つ
ま
で
生
を
む
き
ぽ
ら
ん
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆

(
吋
坂
上
田
村
麿
』
第
四
)

(
「
鎌
倉
尼
持
軍
』
第
四
)

(
『
殺
生
T
G』

(
『
八
幡
太
郎
東
初
指
』
第

(
『
倍
田
森
女
占
』
第
四
)

(
『
本
朝
五
翠
殿
』
第
四
)
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(
司
頼
光
新
跡
目
論
』
第
四
)

(
「
玄
宗
皐
帝
蓬
来
寵
』
第
二

(
『
鎌
倉
尼
将
軍
』
第
四
)

(
『
東
山
殿
室
町
合
戦
』
第
二



紀
海
立
自
と
よ
和
漢
朗
詠
佐
木
』

O
無
山
吊

生
者
必
滅
緯
尊
未
v
免
ニ
栴
撞
之
煙
一
楽
章
哀
来
天
人
猶
逢
ニ
五
衰
之
日
一

(
江
相
公
)

-
夫
人
五
す
い
の
日
に
あ
へ
り

(
『
鎌
倉
田
将
軍
』
第
四
)

朝
有
ニ
紅
顔
一
誇
二
世
路
一

-
朝
の
こ
う
が
ん
引
か
へ
て
邑
こ
つ
と
成
ル
化
世
と
。
あ
す
の
。
命
は
し
ら
ね
共
。

一
朽
ニ
郊
原
一

(
義
孝
少
将
)

O
無
山
吊

(
『
新
百
人
一

位
第
二
)

。
飯
山
内
吊

世
中
を
何
に
た
と
へ
ん
あ
さ
ぽ
ら
け
こ
ぎ
ゆ
く
舟
の
あ
と
の
自
浪

(
満
誓
法
師
)

-
よ
の
中
は
伺
に
た
と
え
ん
朝
ぼ
ら
け
。
こ
ぎ
ゆ
く
舟
の
跡
の
白
な
み
。
ァ
、
そ
う
じ
ゃ
も
の
ノ
¥

(
吋
仏
法
舎
利
都
』
第
二
)

。
無
常

に
む
す
ぶ
水
に
や
ど
れ
る
月
影
の
あ
る
か
な
き
か
の
世
に
も
す
む
哉

(
貫
之
)

-
水
に
や
ど
れ
る
月
か
げ
の
あ
る
か
な
き
か
の
夢
の
世
は
。

(
可
鎌
倉
尼
将
軍
』
第
四
)

78 

-
み
つ
れ
は
か
く
る
月
影
の
有
か
な
き
か
の
世
の
中
と
。

(
司
日
本
傾
城
始
』
第
一
一
一
)

O
無
常

米
の
露
も
と
の
し
づ
く
や
世
中
の
を
く
れ
さ
き
だ
っ
た
め
し
な
る
ら
ん

(
良
僧
正
)

-
草
葉
に
お
け
る
末
の
露
。
も
と
の
雫
と
今
ぞ
し
る
。

(
吋
義
経
新
高
館
』
第
四
)

『
和
漢
朗
詠
集
註
』
と
寛
文
七
年
販
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
で
は
、

に
む
す
ぶ
」
歌
と

の
一
露
」
歌
の
掲
載
順
序
が
逆
に
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
『
和
漢
朗
詠
集
註
』

の
顕
序
に
従
っ
た
。
〕

お
わ
り
に

近
松
の
利
用
し
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
和
歌
・
詩
文
に
つ
い
て
吋
近
松
語
桑
』
を
基
に
し
て
調
査
す
る
と
、
海
音
の
利
用
し
た
も
の
と



一
部
共
通
し
て
い
る
も
の
も
指
摘
で
き
る
。
近
松
の
利
用
し
た
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
見
出
し
、
及
び
近
松
の
時
代
物
浄
瑠
璃
作
品
に
つ
い

て
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
(
な
お
、
海
音
も
共
通
し
て
利
用
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
。
印
を
見
出
し
の
前
に
付
す
こ
と
に
す
る
)

0

。
早
春
(
『
浦
島
年
代
記
』
、
「
日
間
性
爺
後
日
合
戦
』
)
、
春
夜
(
『
天
智
天
皇
』
)
、
子
日
(
「
け
い
せ
い
反
魂
香
ヘ
『
国
性
爺
合
戦
』
)
、
一
一
一
月

三
日
(
『
本
領
普
我
』
)
、
梅
(
『
雪
女
五
枚
恵
子
板
』
)
、
納
涼
(
「
天
鼓
』
)
、
。
八
月
十
五
夜
付
丹
(
司
閤
性
議
合
戦
』
)
、
女
郎
花
(
『
弘
徽
殿

(
吋
主
馬
判
官
盛
久
』
)
、
暁
(
『
弘
徴

鵜
羽
産
家
』
)
、
棲
(
『
け
い
せ
い
懸
物
揃
ヘ
『
媒
静
胎
内
摺
』
)
、
(
『
掠
氏
れ
い
ぜ
い
ぶ
し
』
)
、

殿
鵜
羽
産
家
』
)
、
松
(
『
傾
域
溜
呑
童
子
』
)
、
。
猿
(
『
植
山
姥
』
)
、
山
家
(
『
懐
城
吉
岡
染
』
、
可
弘
徽
殿
鵜
羽
産
家
』
)
、

。
帝
王
(
『
せ
み
丸
』
、
「
腫
山
姥
』
)
、
。
将
軍
(
『
日
本
武
尊
吾
妻
鑑
』
)
、
将
軍
(
「
曽
我
五
人
兄
弟
』
)
、
。
無
常
令
官
日
曽
我
ヘ
『
国
性

(
『
鑑
山
姥
』
)
、

爺
後
日
合
戦
』
)
、
無
常
(
『
掠
義
経
将
蒸
経
』
)
0

近
松
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
利
用
は
、
海
音
が
自
分
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
利
用
し
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、

そ
の
都
合
は
海
音
の

79-

場
合
と
比
し
て
半
分
以
下
と
な
る
。
海
音
が
こ
の
よ
う
に
高
い
割
合
で
利
用
し
た
原
器
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
こ
れ
以
上
は
踏
み
込
ま
な
い
。

ま
た
、
も
う
一
つ
興
味
あ
る
問
題
と
し
て
は
、
詩
文
の
文
句
を
音
曲
と
し
て
の
浄
靖
璃
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
た
か
と
い
う
点
で
あ

も

冒
頭
部
大
序
で
は
、
荘
重
な
語
り
出
し
の
特
徴
と
し
て
漢
詩
文
を
利
用
す
る
こ
と
は
般
的
な
方
法
で
あ
る
。
海
音
の
場
合

し
ゅ
ん
ふ
う
た
う
り
は
な
の
ひ
ら
く
る
ひ
し
う
ろ
ご
と
う
は
の
お
っ
る
と
き
く
は
ん
ら
く
ゅ
う
し

で
、
「
春
嵐
桃
李
花
開
日
。
秋
露
梧
桐
葉
落
時
。
歓
楽
蓋
思
の
ゑ
ん

の
大
序

(
こ
こ
で
は
作
品
冒
頭
部
)

る
。
勿
論
、

げ
ん
た
る
」
と
始
め
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き

つ
は
そ
の
表
記
の
仕
方
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
時
代
物
の
大
序
は
作
品
の
主
題
を
述
べ
る
と

共
に
一
段
自
の
主
題
を
述
べ
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
冒
頭
部
分
に
引
用
さ
れ
た
詩
文
は
、
『
和
漢
期
一
一
路
集
』
の
見
出
し
が
「
態
L

で
あ

り
、
続
く
楊
貴
妃
と
の
文
脈
か
ら
も
主
題
を
語
る
に
相
応
し
い
詞
章
と
判
断
さ
れ
る
。
但
し
、
大
序
で
の
「
和
漢
朗
詠
集
」
利
用
は
こ
の

北
大
文
学
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紀
海
音
と
『
和
漢
朗
一
詠
集
』

一
例
の
み
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
利
用
の
仕
方
で
は
な
い
。

で
は
、
浄
理
璃

の
特
徴
で
あ
る
五
文
字
・
七
文
字
の

字
割
り
の
中
で
、
前
読
の
文
体
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
に
は
、
「
詞
L

の
曲
節
の
中
で
処
理
さ
れ
る
。
会
話
表
現
で
語
る
部
分
で
あ
る
た
め
、
こ
の
曲
節
の
部
分
で
は
五
文
字
・
七
文
字
の

字
割
り
の
制
約
を
あ
ま
り
受
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
「
地
(
あ
る
い
は
「
地
色
」
)
」
の
曲
節
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
例
を

タ

ン

シ

ハ

ノ

¥

、

シ

シ

ケ

シ

カ

チ

マ

タ

ニ

レ

イ

ジ

ヨ

ウ

ク

セ

リ

ス

カ

l
ホ
ソ
ヲ
(
注
3
)

挙
げ
て
み
た
い
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
「
革
」
の
見
出
し
で
は
、
「
瓢
箪
震
空
革
法
二
顔
瀧
之
巷
一
豪
華
深
鎖
雨
湿
ニ
原
憲
之
枢
こ

と
訓
読
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
海
音
の
可
八
幡
太
郎
東
初
梅
』
第
四
で
は
、
「
身
は
風
雲
を
住
か
と
し
へ
う
た
ん
し
ば
ノ
¥
む
な
し
く

て
。
革
、
が
ん
ゑ
ん
が
ち
ま
た
に
し
も
し
げ
れ
ば
い
と
立
と
ふ
人
も
。
か
た
ら
ふ
者
は
う
ば
玉
の
L

と
あ
る
。

シ

ケ

シ

カ

チ

マ

タ

ニ

「
革
滋
顔
淵
之
巷
」
を
「
草
が
ん
ゑ
ん
が
ち
ま
た
に
し
も
し
げ
れ
ば
」
と
改
変
さ
せ
て
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
の
表
現
を
取
り

そ
の
分
割
し
た
部
分
に
改
変
・
修
正
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
訓
読
の
リ

は
つ
む
な
し
く
て
」
、

80-

込
む
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
詩
文
の
表
現
を
想
く
分
割
し
、

ズ
ム
か
ら
浄
瑠
璃
の
語
り
の
リ
ズ
ム
へ
と
転
換
す
る
表
現
方
法
を
取
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
ま
た
改
め
て

考
え
て
み
た
い
。

、主

-
海
立
国
の
時
代
物
浄
瀦
璃
一
一
一
六
作
品
中
、
『
平
安
城
細
石
』
は
加
賀
後
正
本
の
『
平
安
城
』
(
『
平
安
城
都
選
』
)
を
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

認
叢
に
関
し
て
も
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
部
分
が
多
い
。
よ
っ
て
今
回
の
調
交
か
ら
は
除
外
し
、
一
二
五
作
品
を
調
査
の
対
象
と
し
た
。

2

こ
の
特
徴
は
、
以
前
「
紀
海
立
田
と
『
伊
勢
物
語
』
の
和
歌
」
(
吋
閣
議
国
文
研
究
h
1
1
0
号
〈
平
成
一

O
年
一
一
月
〉
、
後
、
『
海
音
と
近
松
』
〈
平
成
一
六
年

三
月
・
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
刊
〉
に
再
録
。
)
の
中
で
、
和
歌
利
用
に
関
し
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
傾
向
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。
参
照
頂



き
た
い
。

3

『
和
漢
郎
一
詠
集
設
ヘ
『
和
漢
朗
詠
集
』
(
寛
文
七
年
刊
)
と
も
同
じ
。
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